
PHOTO CELL POWER

照度センサー

電源ランプ

ＤＣ出力コード

電源コード

15 ㎜

結線の施工方法

本書は、代理店様・販工店様および工事業者様向けの資料となります。本製品を施工した際は、　本書をいつでも読むことができる場所に大切に保管しておいてください。

下記項目について、照明類に関する不具合時の現象確認手順を示します。

※注記

１．弊社製のトランス・照明は＋極が白線、－極が黒線となっております。他社製のトランス・照明を使用された場合は、極性（＋極、－極）を確認し、同じ極性同士を結線してください。

２．本トランスのセンサーは自然光の波長を感知することで、周囲の明るさを判断しています。その為設置場所によってはトランスが誤作動することがあります。日中トランスに自然光が当たる

　　場所に設置していただくことをお勧めいたします。

３．今回の照明が不点灯となった原因ではないかもしれませんが、今後不点灯の要因になる可能性があります。圧着端子の使用および防水処理を行っていただくことをお勧めいたします。

４．本トランスは自然光には反応しやすいセンサーを使用しております。人工的な光では反応しない可能性があるため、必ず自然光で行ってください。

照明の不点灯【施工直後】

【施工後】

照明部分を 100V と
直接接続した

照明およびトランスが故障しています。
販売店へお問い合わせください。

照明の不具合の可能性が高いため、
販売店へお問い合わせください。

「入」に切り替え、照明の点灯確認を
行ってください。

屋外コンセントにプラグを
挿入してください。

トランスもしくは照明のいずれかで
短絡している可能性があります。
接続部分をご確認ください。

設置場所により照度センサーが
正常に作動していない可能性が

あります。※注２

トランスの不具合の可能性が高いため、
販売店へお問い合わせください。

接続部分の電線色を合わして
再結線してください。※注１

圧着端子を使用して再結線して
ください。※注３

電線が酸化している可能性があります。
結線部分を引っ張り、外れないか
確認してください。※注３

自己融着テープを使用して
防水処理を行ってください。※注３

照明の寿命の可能性が高いため、
販売店へお問い合わせください。

照明結線部にて
白線同士、黒線同士をそれぞれ

結線している※注１

①へ

①

ＹＥＳ

ＮＯ

消灯

ＹＥＳ

11Ｖ以下

結線が外れている

結線部分が弱い

浸水している

自己融着テープが巻かれていない

ＹＥＳ 「入」

点滅

※屋内にございますプラグ

ＮＯ

ＹＥＳ

照明の不点灯

トランスの
電源ランプが緑色に
点灯している

照度センサー部分を
布等で完全に覆うと、照明が

点灯する

検電テスターを使用した

電圧の測定方法をご参照ください。

点灯 ＮＯ 「切」

ＮＯ

11Ｖ以上

正常

結線する極性が反転しています。
接続部分の電線色を合わして
再結線してください。

照明が消えない【その他】

屋外コンセントにプラグが
挿入されている

屋外コンセントの
「入」「切」スイッチを

確認する

照度センサー部分に
光を当てると、照明が消灯する

※注４

ＹＥＳ

ＮＯ

設置場所により照度センサーが
正常に作動していない可能性が

あります。※注２

トランスの不具合の可能性が高いため、
販売店へお問い合わせください。

テスターで
トランス出力側の電圧値を

測定する

結線部分を確認する

ワンタッチ端子を使用した場合 圧着閉端子を使用した場合
正しい測定表示例

誤った測定表示例

４１

Ａ接続端子セット

１

正常

２ ３ ４ ５

Ｂ圧着閉端子

40㎜

5㎜

接続するケーブルの被覆をケーブルストリッパ

ー、コードストリッパーなどを用いて上図の寸

法で脱皮処理を行う。

接続するケーブルの被覆を上図の寸

法で脱皮処理を行う。結線する２本

のケーブル同士をねじり、閉端子の

先端からケーブルが見える位置まで

挿し込む。

圧着工具を用いて閉端子の中央が潰

れるように圧着する。圧着後は結線

部分を引っ張り、外れないか確認し

てください。

ケーブルと閉端子の段差を埋めるよ

うに自己融着テープを巻いていく。

隙間ができないように自己融着テー

プは必ず引き伸ばしながら巻いてい

く。

端子同士をさらに自己融着テープで

巻いていく。閉端子の先端から巻き

はじめ、脱皮したケーブルを折り

返すように巻いていく。

自己融着テープに隙間がないか確認

して完了です。

パッドの剥離紙を剥がし、圧着したスリーブ

１個をマスティック中央に載せる。※

２

黒い部分
（マスティック） 圧着スリーブ

塩化ビニルフィルム

液晶表示パネル

３ 塩化ビニルフィルム

上図のように接続部をパッドで包み込むように

巻き付ける。

パッドの端から端まで上図のように上下に指で

挟み、圧をかけて完了です。

V　（直流電圧）にダイヤルを合わせ、右図
のように DC 表記されたことを確認する。

ワンタッチ端子の空いている箇所より
テストリードを銅板に接触させます。

閉端子端子内の銅管にテストリードを
接触させます。
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※注意：パッド 1個に対して圧着スリーブ 1個とすること。パッド1個に対して圧着スリーブ 2個を使用した場合、ショートし火災に至る可能性があります。

■接続端子セット
品番：MY1-1898
onlyone価格：\2,000

接続端子セットの
使用方法を公開中！

▼圧着端子を使用していない ▼圧着が不完全のため、
                             外れかけている

拡大図

DC（直流）表記で
あることをご確認ください。

自己融着テープが巻かれており、結線に問題がない状態

※検電テスターの取り扱い方法はご使用のメーカーによって異なる場合がございます。お手元の検電テスターの取扱説明書による方法をご確認ください。

測定したい箇所へテスト
リードを接触させます。
赤のテストリードは白線
（+極）、黒のテストリ
ードは黒線（-極）をそれ
ぞれ結線した端子に接触
させます。

他社製のトランス・照明
を使用された場合は、極
性（＋極、－極）を確認し、
同じ極性同士を結線して
ください。

－（マイナス）表記が出る場合、
極性表示が反転しています。

電線が見えるまで差し込む

銅管の金属部分

　注意
センサー感知まで
10 ～ 30 秒かかります


